
十
二
月
十
七
日
の
本
会
議
で
、
武

蔵
野
市
児
童
虐
待
の
防
止
及
び
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
に
関
す
る
条
例
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
を
管
轄
す
る
杉
並
児

童
相
談
所
は
、
国
基
準
の
二
倍
以
上

で
あ
る
百
十
一
万
人
の
住
民
を
か
か

え
て
お
り
、
急
増
す
る
児
童
虐
待
に

対
応
が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
本

市
は
以
前
か
ら
要
綱
を
定
め
て
児
童

虐
待
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
深

刻
化
す
る
児
童
虐
待
を
防
止
し
、
子

育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
条
例
で
は
、
父
母
そ
の
他
の

保
護
者
及
び
市
、
市
民
、
事
業
者
等

の
責
務
や
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、「
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援

セ
ン
タ
ー
」の
設
置
な
ど
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
家

庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
か
ら
児

童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
ま
で
の
幅
広

い
相
談
業
務
、
積
極
的
な
訪
問
指
導

な
ど
の
虐
待
予
防
業
務
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
緊
急
一
時
保
育
な
ど
の
子

育
て
家
庭
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
業
務
等
を
通
じ

て
、
虐
待
防
止
を
図
る
と
共
に
、
児

童
相
談
所
や
民
間
子
育
て
機
関
と
連

携
を
と
っ
て
総
合
的
な
子
育
て
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
機
能
さ
せ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
二
月
一
日
の
条
例
施
行

に
伴
い
、
子
ど
も
家
庭
部
内
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

審
査
の
中
で
は
、
①
緊
急
時
の
対

応
方
法
②
セ
ン
タ
ー
と
児
童
相
談
所

の
役
割
分
担
③
虐
待
を
し
て
い
る
親

に
対
す
る
ケ
ア
や
更
生
へ
の
取
り
組

み
④
事
業
者
の
守
秘
義
務
等
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
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12 月 3 日から開かれた第 4回定例会は、12 月 17 日に閉会しました。
今議会では、武蔵境駅舎及びその周辺の整備の資金として市民からの寄付を積み立てる武

蔵境市民まちづくり基金条例や、児童虐待の防止及び子育て家庭への支援に関する条例、地
区計画等の案の作成手続に関する条例、吉祥寺シアター（仮称）新築工事請負契約等の議決の
ほか、17 人の議員から一般質問が行われるなど、活発な議論が交わされました。

第4回市議会定例会閉会第4回市議会定例会閉会

十
二
月
十
七
日
の
本
会
議
で
、
武

蔵
野
市
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手

続
に
関
す
る
条
例
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
地
区
計
画
策
定
の

支
援
等
が
長
期
計
画
や
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
区
計
画
と
は
、
都
市
計
画
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る
制
度
で
、
住
民
の

生
活
に
結
び
つ
い
た
地
区
を
単
位
と

し
て
、
道
路
、
公
園
等
の
位
置
や
建

築
物
に
関
す
る
制
限
な
ど
に
つ
い

て
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
き
め
細

か
く
定
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
の

こ
と
で
す
。

地
区
計
画
に
は
市
側
の
発
意
に
よ

る
も
の
と
住
民
側
の
合
意（
利
害
関

係
者
の
三
分
の
二
以
上
）に
基
づ
き

行
政
に
提
案
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の
条
例
は
、
そ
の
際
必
要
と
な
る
原

案
の
申
し
出
方
法
等
に
関
す
る
規
定

を
定
め
て
い
ま
す
。

審
査
の
中
で
は
、
①
提
案
理
由

②
地
区
計
画
と
建
築
協
定
と
の
違
い

③
地
区
の
広
さ
を
規
定
し
な
か
っ
た

理
由
④
利
害
関
係
者
の
合
意
形
成
方

法
⑤
現
在
計
画
を
予
定
し
て
い
る
地

区
の
有
無
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。
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マナーに訴えた
ポイ捨て等の対策を

鈴木有臣議員

平成 15年第 4回定例会で、1日目、2日目の 12月 3日、4日市政
全般について、17名の議員から一般質問が行われました。この中から
質問項目を要約して掲載します。詳しくは、市立各図書館、各コミュニ
ティセンター、市役所の市政資料コーナーに置いてある会議録（2 月
下旬発行予定）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第4回
定例会分は2月20日登録予定）でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信をただし、あるいは報告を求めることをいいます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます

http://kensakusv.city.musashino.tokyo.jp/kaigiroku/

問 本市のポイ捨てと落書き防止対策等と
しては、罰則ではなくマナーに訴え、マナ
ーの基本マニュアルや、ポイ捨て等の防止
の歌を公募でつくるなど、市と住民が一体
となって長期的に活動を行ってはどうか。
答 （仮称）ようこそ美しいまち吉祥寺委員
会等で、町柄を見ながら研究したい。また、
来年 4月から三多摩全体でマナーに訴えた
ポイ捨て禁止のキャンペーンを行う予定だ。
問 市民の歌の作曲者である中田喜直氏の
記念の顕彰碑の設置を考えてはどうか。
答 個人の顕彰碑等は、税金でつくるもの
ではないと考える。市ができることは場所
を提供できるかどうかということぐらいだ。

ごみ減量とユニバーサル
デザイン対策を問う

砂川なおみ議員

一歩踏み込んだ
食の問題への取り組みを

金子　武議員
問 食の問題について、①バラバラ食が進
んでいる。家族一緒に同じ料理を分け合っ
て食べることで家族の心が強くつながると
考えるが、所見は②食の軽視は、子どもの
健全な成長や、食文化の継承上も問題では
ないか③どのような施策を検討しているか。
答 ①②子どもの精神形成上、大きな問題
があると考える③本来は家庭、家族での解
決が前提だが、行政としても、0123 や保
育園、育児相談やセカンドスクール等、さ
まざまな形で家族とのきずなや食の問題に
ついての啓発や問題提起をしていきたい。
そのほか、JR 中央線の開かずの踏切問
題対策についての質疑がありました。

行政の無駄な仕事を
減らす方策を問う

きくち太郎議員
問 行政は、時代に合わず、不要となった
仕事を引き続き行う傾向がある。合理化の
努力が不足していると考えるがいかがか。
答 無責任な支出がされないよう、日夜点
検する必要がある。二、三年ごとに行財政
を点検する委員会を設置し、点検している。
問 アンテナショップ麦わら帽子は姉妹友
好都市との経済交流という観点では重要な
役割を果たしているが、昨年は 983 万円余
の営業損失を出している。2 号店、3 号店
を出すには民間の知恵を活用する等、その
あり方が問われるが、市長の所見を伺う。
答 合理的な範囲で補助するが、それ以上
の赤字が続くなら、どこかで整理が必要だ。

防災・緊急時の
連携体制を強化せよ

山下倫一議員
問 震災時等の対応について、①漏水事故
対策として、三鷹市では職員や業者の対応
を細かく定めた緊急時対応マニュアルをつ
くっている。本市も、より具体的なマニュ
アルをつくってはどうか②震災時の協力協
定を結んでいる事業団と連携をとり、体制の
組織化や訓練を進めるべきではないか③避
難所への誘導標識は、ばらばらで少ない。
国や都が統一し市が充実すべきではないか。
答 ①三鷹市等も参考にして、具体的なも
のをつくりたい②今まで十分検討されてい
ない点であり、貴重な提言として、総合的
な安全と防災の推進本部を立ち上げる際に
生かしていきたい③その方向で検討したい。

子どもの未来に生かせる
体験学習の推進を

やすえ清治議員

青年の就職難
本腰を入れた対策を

梶　雅子議員
問 就職難は個人の努力では解決できない
問題であり、長引く不況を背景にフリータ
ーが激増しているが、①ハローワークと共
催した面接相談会など、市として就職情報
提供の場を持つべきではないか②書類選考
で落とされる事態への対策として、履歴書
や職務経歴書の書き方講座などを開催でき
ないか③市内企業に、トライアル雇用主と
なることを働きかけるなど、雇用をふやす
ための取り組みを求めるがいかがか。
答 ①考えていない②余計なお節介だと考
える③ハローワークがすべき仕事と考える。
このほか、用途地域見直しについての質
問がありました。

客観的なムーバス事業
収支の情報公開を

三宅英子議員

福祉施策の切り捨て
断固反対を

向谷千鳥議員

生涯スポーツ社会に向け
環境の充実を

桑津昇太郎議員

オレオレ詐欺への
市の対処･対応を問う

小野正二議員

ごみ問題の
現況と課題を問う

深沢達也議員
問 （仮称）ようこそ美しいまち吉祥寺委員
会の活動の現況と今後の展開を伺う。
答 禁煙地区とポイ捨てや迷惑喫煙の防止
地区設定の検討、道路標識等設置、キャン
ペーンの実施、落書き防止の PR、消す方
法や費用の検討、被害調査等を行っている。
問 ごみ収集有料化で落ち葉を対象とする
のは、緑被率の向上に努めてきていること
も踏まえ、慎重な検討をお願いしたい。
答 落ち葉をごみとしてではなく、堆肥化
など有効活用する方向で検討している。
このほか、ごみの戸別収集へ向けた取り
組みや、ホワイトイーグル・ブルーキャッ
プの活動についての質問がありました。

どうなる
境幼稚園の今後の存続

山本ひとみ議員

子どもの安全対策
万全なのか

川名ゆうじ議員
問 多くの自治体で子どもを狙う犯罪が多
発しているが、①脅迫状等犯罪が予想され
る場合の対応は②ホワイトイーグルの犯罪
抑止効果はいかほどか。また増車の予定は。
答 ①警察への通報とともに、教育委員会
を中心とした総合的対策をとる②数値では
表し難いが、専門家によると非常に効果が
あったとのことだ。増車は今後研究したい。
問 旧桜堤小学校校舎の利用状況を伺う。
答 西校舎は防災備蓄品があり、東校舎は
郷土民俗資料の収納や図書交流センター、
市民開放施設として活用されている。
このほか、学童クラブ、プレーパーク等
についての質問がありました。

問 ムーバス事業の累計支出はいくらか。
答 概算で計画段階が 4,000 万、平成 7 年
度以降、車両購入に 2億、運行補助金等で
1億、工事費等に 1億の計 4億円である。
問 市は今夏、本事業を黒字と発表してい
るが、調べると累計の収支は 4 億 5,000 万
の赤字であり、単年度でも赤字である。ト
ータルの収支を市民に説明すべきである。
答 初期投資は市が負担し、ランニングコ
ストで赤字を出さないことを目指してい
る。また、通常、公会計では、事業の経費を
複数年度にわたり累計する方式はとらない。
このほか、教育委員会の会議のあり方に
ついての質問がありました。

問 都の第二次財政再建プランは、住民の
暮らしと福祉、自治体の財政運営を守る立
場から、許されないと考えるが見解は。
答 市長会を通じて議論していきたい。
問 三鷹武蔵野保健所の統廃合は、地域保
健サービスを後退させ市民の切実な要求に
背くものだ。存続のための努力を求める。
答 三鷹市と連絡しつつ具体的に詰めてい
きたいが、ある程度の方向性は仕方がない。
問 民間社会福祉施設サービス推進費補助
の削減は、民間保育園の運営に重大な影響
をもたらすが、市としての対応を伺う。
答 直接的には、都と民間保育園との話だ
が、機会をとらえて発言していきたい。

桜堤団地の民間売却を
示唆、市の見解は

本間まさよ議員
問 生涯スポーツを楽しむ上で、夜間にも
屋外施設を利用できればとの声は多い。利
用時間を延長し、小・中学校、屋外球技場
施設に夜間照明を設置できないか。
答 本市は住宅が密集しており、夜間照明
をこれから新たに設置するのは難しい。
問 小・中学校の一時的余裕教室を地域に
開放し、保護者や地域住民のクラブハウス
的なスペースとして活用できないか。
答 今後も通常の学級は生徒がわずかでも
ふえれば、クラスがふえる可能性があり、
困難ではあるが、研究させてほしい。
このほか、子どもを守る家等についての
質問がありました。

問 「オレオレ詐欺」が増加しているが、市
の対処・対応策について伺う。
答 「オレオレ詐欺」も含め、悪質な業者に
対する注意や相談先等を記載したチラシを
12 月 4 日の新聞に折り込み広報する。
問 高齢者が安心して市内に住み続けられ
るための、市の入居支援や住みかえシステ
ムの現況と今後の見通し、及び都の高齢者
円滑入居賃貸住宅制度の現況について伺う。
答 民間福祉型住宅借り上げや情報提供等
を行っている。高齢者円滑入居賃貸住宅制
度については、制度の広がりを見守りたい。
このほか、基本健康診査、子どもの安全
対策についての質問がありました。

脅迫文投函事件の対応を
見直すべきでは

大野まさき議員

緑と水の
ネットワークづくり促進を

田辺あき子議員
問 公園や河川をつないで有機的なビオト
ープを創出し、緑地整備を進めるべきと考
えるが、①公園の拡充や魅力ある遊歩道の
再整備について今後の予定を伺う②玉川上
水、境山野公園、青年の家跡地を連動させ
た広域自然環境ゾーンの面的緑化を求める。
答 ①財政を勘案しながら逐次購入・整備
していきたい②地域計画で対処していく。
問 武蔵境の南北一体のまちづくりと商業
振興施策の早急な推進を求めるが、所見は。
答 武蔵境を対象に設置する

※

TMOに補助
金が出ており、これを利用して進めていく。
このほか、全小・中学校へのブラスバン
ド部設置についての質問がありました。

1月15日、吉祥寺シアター（仮称）の工事の安全祈願祭が行わ
れました。同シアターはイースト吉祥寺に建設される200席
規模の劇場で、現代演劇やダンスなどの舞台芸術を中心とし
た文化発信拠点となります。平成17年4月開館の予定です。

武蔵境駅南口前の旧農林水産省食糧倉庫跡地には、市民の「知的
創造拠点」となる新たな公共施設の建設が予定されています。現
在その設計者を決める選考を公募型プロポーザル方式で行ってい
ます。最終選考は2月1日12時半から武蔵野公会堂で行います。

昨年9月27、28日にかけて行われた中央線高架化に伴う線路の切り
かえ工事以来、踏切がますます開かなくなり、混乱を生じていました
が、安全対策として武蔵境の五宿踏切の道路幅が拡幅されました。今
後は警報装置の改良や、西原踏切への歩道橋設置が行われる予定です。

西久保保育園の園舎建てかえ工事が 3 月の完成を目指して、
西久保 2丁目の新たな地で進んでいます。4月からは新らし
い園舎で保育が始まります。

問 自然体験学習は、従来の学校教育では
補完し切れなかった社会生活の動機づけや
人間力の向上につながると考えるが、①そ
の意義は何か②今後の課題について伺う。
答 ①五感を働かせ、全身で感じ、考える直
接体験である②目標を持って参加し、帰宅
後も体験を生かせる環境づくりを進めたい。
問 就業観や職業観は、教育の一環として、
持続的に就業体験を行っていくことで養わ
れると考えるが、①このことについての見
解を伺う②本市の就業体験学習の実態は。
答 ①豊かな時代に苦労して成果を得る体
験が重要だ②ほぼ全中学校が 2年生で 3日
間行っており、受け入れ側の反応も良い。

問 11 月 18 日、公団幹部が市長に桜堤団
地の今後の建てかえについて説明にきたと
聞くが、①分譲部分を民間に売却するとの
公団の態度について市の見解は②市が公団
と新たな協定を結ぶ考えは。
答 ①分譲部分についての売却の方針はま
だ決まっていないが、売却の場合でも、市
と公団との約束事は次の分譲主体に引き継
がれるものと考える②市と公団で締結して
いる基本協定は一団地にかかる都市計画決
定がされており、今後も公団が引き継ぐも
のと考える。
このほか、市の財政状況等についての質
問がありました。

問 市立境幼稚園で 3歳児対象のひよこ組
の事業が中止された。今後年少組がなくな
る、廃園になるのではとの不安がある。早
急に説明会の開催が必要では。
答 第四期基本構想策定との関連で具体的
なことが明らかになれば検討する。
問 市の契約業務や補助金交付業務等に国
会議員・都議・市議や職員、業者等から口
利き等があった場合、文書化し情報公開の
対象とする制度が必要ではないか。
答 本市が口利き等に従ったことはなく、
文書化のフォーマットを作る必要はない。
このほか、桜堤団地建てかえに伴う問題
等についての質問がありました。

問 検討が行われている、家庭ごみ収集有
料化後のごみ減量の目標値、収集にかかる
経費、市民の負担額の概算を伺う。
答 平成19年までに13年の数値よりも10％
減量となることを目指している。収集経費
は委託経費の二、三割増の見込みで、市民
負担は金額設定をどうするか検討中である。
問 市のまちづくりの中で、色覚障害者、
高齢者、外国人、子どもへのわかりやすさ
の観点で標示物をチェックしているのか。
答 市では昭和 50 年代後半から、ユニバ
ーサルデザインの観点からまちづくりを進
めており、例えば武蔵境駅新駅舎建設にも、
専門家がアドバイザーで参加している。

問 井之頭小学校や私立幼稚園に脅迫文の
投函があったが、保護者への情報伝達に、
各校、各園で差があった。この種の事件や
不審者情報の連絡体制等を見直すべきでは。
答 正確な情報を必要な人に正しく伝える
のは非常に難しい。また、騒ぎになれば愉
快犯を助長させるだけで、微妙な問題だ。
問 入札制度改革の推進と同時に、市発注
工事現場労働者に適正な賃金が支払われて
いるのか、実態調査を行う考えはないか。
答 電子入札を準備するなど着実に進めて
いる。賃金調査は労働基準監督署の仕事だ。
このほか、保育園の「涼」環境の取り組み、
就学時健診等についての質問がありました。

吉祥寺の顔でもあるサンロードのアーケードの架けかえが着々
と進んでいます。新しいアーケードはこれまでのものより1メ
ートル以上高くなり、あわせて路面改修も行います。今年4月
には完成の予定で、吉祥寺の新しい時代の幕開けとなります。

※ TMO：タウンマネジメント・オーガニゼーション。中心市街地活性化法に基づき、まちの商業活動活性化のため、その活動を総合的に企画・調整して実現を図る機関。
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第4回定例会

【市長提出議案（22件）】
●専決処分の承認を求めることについて（平成15年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回））……承認（全会一致）
※衆議院議員選挙等のための補正予算（総額6,013万 6,000円）の専決処分の承認を求めるもの。

●武蔵野市組織条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………………可決（全会一致）
●武蔵野市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例 …可決（全会一致）
●武蔵野市武蔵境市民まちづくり基金条例 ……………………………………………………………可決（全会一致）
※「武蔵境駅舎・広場・街づくり協議会」から武蔵境のまちづくりのためにいただいた寄付金 500万円を今後、武
蔵境駅舎やその周辺の整備に活用するため基金を設けるもの。

●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例 …………………………………………………………可決（全会一致）
※個人市民税普通徴収の納期と固定資産税・都市計画税の納期を変更する等によるもの。

●武蔵野市児童虐待の防止及び子育て家庭への支援に関する条例 …………………………………可決（全会一致）
●武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………………可決（賛成多数）
※本事業の所得制限の根拠としている児童扶養手当法改正に伴い、ひとり親等が養育費の支払いを受けている場合、
これを所得額として計算するためのもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 …………………………………………………可決（全会一致）
※国民健康保険税の納期を変更するもの。

●武蔵野市地区計画等の案の作成手続に関する条例 …………………………………………………可決（全会一致）
●武蔵野市特別工業地区建築条例 ………………………………………………………………………可決（全会一致）
※東京都特別工業地区建築条例の廃止に伴い、同条例に準工業地帯として位置づけられていた西久保2・3丁目約
20ヘクタールの区域において、従前の規制を引き続き行うために条例を設けるもの。

●吉祥寺シアター（仮称）新築工事請負契約 ……………………………………………………………可決（全会一致）
※吉祥寺シアター（仮称）の工事請負契約を2億3,940万円で白石建設株式会社と結ぶもの。

●平成15年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回） …………………………………………………可決（全会一致）
※財政調整基金等基金への積み立て等、総額32億7,458万 3,000円を予算に追加するもの。

●平成15年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回） …………………………………可決（全会一致）
●平成15年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第2回） ………………………………………可決（全会一致）
●武蔵野市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（全会一致）
●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 …………………可決（全会一致）
●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）
●武蔵野市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）
●平成15年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例……………………………可決（賛成多数）
●平成15年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例……………………可決（賛成多数）
●平成15年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例………………………可決（全会一致）
●武蔵野市監査委員の選任の同意について ……………………………………………………………同意（賛成多数）
※代表監査委員、鈴木昭司氏の退任に伴い、内田　博氏（市環境生活部長）の選任について、市議会の同意を求めるもの。

【諮問（1件）】
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ………………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、三井 子氏の任期満了に伴い、再度推薦することについて、市議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（6件）】
●私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書 ………………………………………可決（全会一致）
●乳幼児医療費の助成に関する意見書 …………………………………………………………………可決（全会一致）
●日米地位協定の抜本的改定に関する意見書 …………………………………………………………可決（全会一致）
●容器包装リサイクル法の改正に関する意見書 ………………………………………………………可決（全会一致）
●中小企業・商店街対策の推進、および中小企業向け金融対策に関する意見書 …………………可決（全会一致）
●イラク復興支援に関する意見書 ………………………………………………………………………可決（賛成多数）

●防災センターについて
12 月 17 日の本会議で、防災センターについての行政報告が行われました。防災センターは、大

地震等の災害時における情報収集や指揮命令発動の拠点となるもので、これまでそのあり方を内部で
検討してきましたが、このほどその結果がまとまったものです。市はこの報告を受け、おおむね答申
に沿うかたちで、指揮所機能やボランティア等の活動支援機能を持ったセンターの整備を進めていく
旨の報告がありました。

第4回定例会で可決された意見書は6件で、
政府等へ提出されました。
その要旨は次のとおりです。
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議案等の審議（可決・同意）結果一覧

行政報告
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・
中
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就
学
者
に
対
す

る
教
育
費
助
成
に
関
す
る
意
見
書

児
童
生
徒
は
自
分
の
個
性
に
合
っ
た

学
校
を
選
ぶ
権
利
が
あ
り
、
独
自
の
教

育
を
展
開
し
て
い
る
私
立
学
校
が
こ
う

し
た
意
味
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
父

母
に
と
っ
て
学
費
負
担
は
著
し
く
重
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
私
立
小
・

中
学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育
費
の
助

成
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

（
財
務
・
文
部
科
学
大
臣
、
東
京
都
知

事
あ
て
）

乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
意
見
書

「
少
子
化
」が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

乳
幼
児
医
療
は
、
全
都
道
府
県
で
何

ら
か
の
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
が
自
治
体
に
よ
っ
て
格
差
が
存

在
し
て
い
る
。
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が
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の
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て
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す
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く
要
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す
る
。
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日
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十
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次
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一
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追
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店
街
・
中
小
小
売
店
の
活
性
化
に
資
す

る
対
策
の
充
実
・
強
化
、
お
よ
び
貸
し

渋
り
、貸
し
は
が
し
対
策
の
強
化
な
ど
、

中
小
企
業
向
け
金
融
対
策
の
拡
充
を
強

く
求
め
る
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
総
務
・
財
務
・
経
済
産
業
・
金

融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
あ
て
）

イ
ラ
ク
復
興
支
援
に
関
す
る

意
見
書

自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
ラ
ク
の

復
興
を
支
援
す
る
国
際
協
調
行
動
の
一

翼
を
担
う
こ
と
は
、
日
本
と
し
て
の
重

大
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

イ
ラ
ク
に
赴
く
自
衛
官
に
対
し
て
心

か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
任
務
達
成

と
無
事
帰
還
を
切
に
願
い
、
国
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
努
力
を
さ

ら
に
重
ね
、
現
地
の
状
況
を
慎
重
に
見

極
め
た
上
で
イ
ラ
ク
復
興
支
援
に
参
加

す
る
よ
う
求
め
る
。

（
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
内
閣
官

房
・
防
衛
庁
長
官
あ
て
）

意 
政
府
・
都
へ 見 

書 

With you vol.8
「武蔵境駅舎・広場・街づくり協議会」は、JR 中
央線の立体交差に伴う武蔵境駅舎や駅前広場等の
建設を市民参加で行うために地域の住民や企業・
学校等の有志の方々により設置されました。計画
案を検討し、市と連携して都や JRなどに、要望・
提案等の働きかけを行っています。

※詳しい内容は市議会のホームページからご覧いただけます。（http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/index.html）


